＜様式１－４＞
	（道路区域の変更が伴う現状変更）
	
	
	（５－１）
	
	

	道路敷一部現状変更承認申請書
	
	（添付書類及び部数）

	申請
	
	　
	
	位置図(1/2500)、平面図、計画図、構造図、公図(字限図)、道路区域明示図、寄付誓約書、
印鑑証明書、土地登記全部事項証明書、求積図、その他関係図面　各４部

	令和　　年　　月　　日
	　
	
	
	

	　
	（あて先）京都市長
	
	　

	　
	申請者

　住　所
　氏　名

　担　当　　　　　　電話
	
	
	　

	
	
	
	
	　

	
	
	
	
	　

	
	
	
	
	　

	　
	
	　

	道路法第２４条の規定により、下記について承認の申請をします。
	
	（記入上の注意事項）

　１　申請者において、太枠欄はすべて記入してください。

　２　区域欄中の延長は、工事区間を記入してください。また幅員は、道路全幅員を記入してください。

　３　目　的：（例）宅地造成、建築確認申請、開発、位置指定道路の接続等

　４　工　種：（例）ガードレール撤去工、側溝工、Ｌ型街EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(キョ),渠)工、擁壁工、舗装工等

	
	
	

	
	
	

	記
	
	

	目　　　　　的
	
	
	

	場　　　　　所
	　路線名：
	
	　

	
	　京都市　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番地先
	
	（調査事項）

	区　域
	現　状
	　延長　　　　　ｍ　　幅員　　　　　ｍ　　面積　　　　　㎡
	
	　

	
	変　更
	　延長　　　　　ｍ　　幅員　　　　　ｍ　　面積　　　　　㎡
	
	　

	工　　　　　種
	
	
	　

	工　　事　　費
	　申請者負担
	
	　

	工事の実施方法
	　直営・請負（業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	　

	工　事　期　間
	　着工の日から　　　　　　日間
	
	　

	設計者
	住　所
	
	
	　

	
	氏　名
	
	電　話
	
	
	　

	現　場
	住　所
	
	
	　

	責任者
	氏　名
	
	電　話
	
	
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜様式１－５＞
	（道路区域の変更が伴う現状変更）
	
	
	
	
	（５－２）
	
	

	調　査　書
	
	承認についての一般条件

	申請
	　
	　
	
	１　工事着手の際は、道路交通法第７７条第１項の規定により所轄警察署長の道路使用許可を受けた後、所轄土木みどり事務所長に「着工届」を提出して、その指示に従って工事を行い、竣工の際は、「完了届」を提出して工事完了検査を受けること。
　　なお、工事中は「道路敷一部現状変更工事承認標」を掲げること。
２　工事は、沿道利害関係者との間に紛争を生じないよう地元住民と十分打合せのうえ着手するとともに、工事に伴う住民からの苦情等はすべて申請者がその解決に当たること。
３　工事中は、「工事標識」、「警告灯」その他安全施設等を設置し、必要に応じ「交通整理員」を配置して一般交通の安全を図るよう措置すること。
４　工事により道路構造物等を破損した場合は、直ちに所轄土木みどり事務所長の指示を受け、原状に回復すること。また、本市又は第三者に損害を与え、又は紛争を生じたときは、復旧、損害賠償等の解決を申請者の責任において行ったうえ、その結果を速やかに所轄土木みどり事務所長に報告すること。
５　物件の構造、形質若しくは場所、工事の実施方法その他申請内容を変更しようとするときは、あらかじめ所轄土木みどり事務所長の承認を受けること。
６　申請者が変わるなど責任の所在に変更を生じた場合は、新たに責任の取れる者を所轄土木みどり事務所長に届け出ること。
　　道路管理上必要と認めたときは、申請内容に関する調査をさせ、報告を求める等必要な指示、命令をすることがある。
７　道路拡幅等に伴う新たな道路用地の寄付については、本市の検査までに「寄付申出書」、「登記承諾書」、「登記原因証明情報」、その他道路管理者の指示するものを提出すること。
８　完了検査合格から１年以内に申請者の責に帰すべき原因によって破損、変質、性能の低下等を生じたときは、本市の指定する期限までに、申請者の負担において取替え、再築、補修、その他必要な処置を講じなければならない。　
９　承認後１年以内に、工事に着手すること。
　　なお、１年以内に工事に着手しない場合、本承認を取り消すことがある。
その他の承認条件については、別紙に記載する。


	令和　　年　　月　　日
	　
	
	
	

	　　　 （あて先）道路河川管理課長
	
	

	　
	申請者
　住　所
　氏　名
　担　当　　　　　　電話
	　
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	土木みどり事務所長
	
	

	
	
	
	
	

	　
	
	

	　　　上記の者から申請のありました下記の道路敷一部現状変更承認申請について、調査の結果、
　　承認に当たっては次頁の条件を必要とします。
	
	

	
	
	

	記
	
	

	目　　　　　的
	
	
	

	場　　　　　所
	　路線名：
	
	

	
	　京都市　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番地先
	
	

	区　域
	現　状
	　延長　　　　　ｍ　　幅員　　　　　ｍ　　面積　　　　　㎡
	
	

	
	変　更
	　延長　　　　　ｍ　　幅員　　　　　ｍ　　面積　　　　　㎡
	
	

	工　　　　　種
	
	
	

	工　　事　　費
	　申請者負担
	
	

	工事の実施方法
	　直営・請負（業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	

	工　事　期　間
	　着工の日から　　　　　　日間
	
	

	設計者
	住　所
	
	
	

	
	氏　名
	
	電　話
	
	
	

	現　場
	住　所
	
	
	

	責任者
	氏　名
	
	電　話
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	決定者欄
	受付　第　　　　　号
	起案日　　令和　　　　年　　　月　　　日
	
	承認についての注意事項
　承認期間内に竣工しないときは同期間内に所轄土木みどり事務所長に届け出て、その承認を受けること。手続がなく承認期間が経過したときは、本承認を取り消すことがある。

	　上記のことについて、次の条件を付して道路河川管理課に送付します。
	
	
	
	

	
	
	送付日　　令和　　　　年　　　月　　　日
	
	

	
	所長
	
	次長
	
	係長
	適正化推進　技術調整　維持監理  工 事   事 務
	係員
	
	
	


＜様式１－６＞
	（道路区域の変更が伴う現状変更）
	
	
	（５－３）
	
	

	承　　認　　書　（案）
	
	承認についての一般条件

	申請
	承認
	京都市指令建土道
	
	１　工事着手の際は、道路交通法第７７条第１項の規定により所轄警察署長の道路使用許可を受けた後、所轄土木みどり事務所長に「着工届」を提出して、その指示に従って工事を行い、竣工の際は、「完了届」を提出して工事完了検査を受けること。
　　なお、工事中は「道路敷一部現状変更工事承認標」を掲げること。
２　工事は、沿道利害関係者との間に紛争を生じないよう地元住民と十分打合せのうえ着手するとともに、工事に伴う住民からの苦情等はすべて申請者がその解決に当たること。
３　工事中は、「工事標識」、「警告灯」その他安全施設等を設置し、必要に応じ「交通整理員」を配置して一般交通の安全を図るよう措置すること。
４　工事により道路構造物等を破損した場合は、直ちに所轄土木みどり事務所長の指示を受け、原状に回復すること。また、本市又は第三者に損害を与え、又は紛争を生じたときは、復旧、損害賠償等の解決を申請者の責任において行ったうえ、その結果を速やかに所轄土木みどり事務所長に報告すること。
５　物件の構造、形質若しくは場所、工事の実施方法その他申請内容を変更しようとするときは、あらかじめ所轄土木みどり事務所長の承認を受けること。
６　申請者が変わるなど責任の所在に変更を生じた場合は、新たに責任の取れる者を所轄土木みどり事務所長に届け出ること。
　　道路管理上必要と認めたときは、申請内容に関する調査をさせ、報告を求める等必要な指示、命令をすることがある。
７　道路拡幅等に伴う新たな道路用地の寄付については、本市の検査までに「寄付申出書」、「登記承諾書」、「登記原因証明情報」、その他道路管理者の指示するものを提出すること。
８　完了検査合格から１年以内に申請者の責に帰すべき原因によって破損、変質、性能の低下等を生じたときは、本市の指定する期限までに、申請者の負担において取替え、再築、補修、その他必要な処置を講じなければならない。　
９　承認後１年以内に、工事に着手すること。
　　なお、１年以内に工事に着手しない場合、本承認を取り消すことがある。
その他の承認条件については、別紙に記載する。


	令和　　年　　月　　日
	令和　　年　　月　　日
	第　　　　　　　号
	
	

	　
	
	

	　
	申請者
　住　所
　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　担　当　　　　　　電話
	　京都市長
　　　印
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	　
	
	

	　あなたから申請のありました道路敷一部現状変更については、道路法第２４条の規定により、下記のとおり承認します。承認条件及び注意事項は次頁のとおりです。

　なお、下記の承認内容と異なって又は承認条件に違反して工事を実施した場合、道路法第７１条の規定により承認を取り消し、又は工事の中止若しくは原状回復等を命じることがあります。
	
	

	
	
	

	
	
	

	記
	
	

	目　　　　　的
	
	
	

	場　　　　　所
	　路線名：
	
	

	
	　京都市　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番地先
	
	

	区　域
	現　状
	　延長　　　　　ｍ　　幅員　　　　　ｍ　　面積　　　　　㎡
	
	

	
	変　更
	　延長　　　　　ｍ　　幅員　　　　　ｍ　　面積　　　　　㎡
	
	

	工　　　　　種
	
	
	

	工　　事　　費
	　申請者負担
	
	

	工事の実施方法
	　直営・請負（業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	

	工　事　期　間
	　着工の日から　　　　　　日間
	
	

	設計者
	住　所
	
	
	

	
	氏　名
	
	電　話
	
	
	

	現　場
	住　所
	
	
	

	責任者
	氏　名
	
	電　話
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	承認についての注意事項
　承認期間内に竣工しないときは同期間内に所轄土木みどり事務所長に届け出て、その承認を受けること。手続がなく承認期間が経過したときは、本承認を取り消すことがある。

	　この処分について不服があるときは、別添「不服申立てについて」のとおり「審査請求」等をすることができます。
	
	

	
	
	


＜様式１－７＞
	（道路区域の変更が伴う現状変更）
	
	
	（５－４）
	
	

	承　　認　　書　（控）
	
	承認についての一般条件

	申請
	承認
	京都市指令建土道
	
	１　工事着手の際は、道路交通法第７７条第１項の規定により所轄警察署長の道路使用許可を受けた後、所轄土木みどり事務所長に「着工届」を提出して、その指示に従って工事を行い、竣工の際は、「完了届」を提出して工事完了検査を受けること。
　　なお、工事中は「道路敷一部現状変更工事承認標」を掲げること。
２　工事は、沿道利害関係者との間に紛争を生じないよう地元住民と十分打合せのうえ着手するとともに、工事に伴う住民からの苦情等はすべて申請者がその解決に当たること。
３　工事中は、「工事標識」、「警告灯」その他安全施設等を設置し、必要に応じ「交通整理員」を配置して一般交通の安全を図るよう措置すること。
４　工事により道路構造物等を破損した場合は、直ちに所轄土木みどり事務所長の指示を受け、原状に回復すること。また、本市又は第三者に損害を与え、又は紛争を生じたときは、復旧、損害賠償等の解決を申請者の責任において行ったうえ、その結果を速やかに所轄土木みどり事務所長に報告すること。
５　物件の構造、形質若しくは場所、工事の実施方法その他申請内容を変更しようとするときは、あらかじめ所轄土木みどり事務所長の承認を受けること。
６　申請者が変わるなど責任の所在に変更を生じた場合は、新たに責任の取れる者を所轄土木みどり事務所長に届け出ること。
　　道路管理上必要と認めたときは、申請内容に関する調査をさせ、報告を求める等必要な指示、命令をすることがある。
７　道路拡幅等に伴う新たな道路用地の寄付については、本市の検査までに「寄付申出書」、「登記承諾書」、「登記原因証明情報」、その他道路管理者の指示するものを提出すること。
８　完了検査合格から１年以内に申請者の責に帰すべき原因によって破損、変質、性能の低下等を生じたときは、本市の指定する期限までに、申請者の負担において取替え、再築、補修、その他必要な処置を講じなければならない。　
９　承認後１年以内に、工事に着手すること。
　　なお、１年以内に工事に着手しない場合、本承認を取り消すことがある。
その他の承認条件については、別紙に記載する。


	令和　　年　　月　　日
	令和　　年　　月　　日
	第　　　　　　　号
	
	

	　
	
	

	　
	申請者
　住　所
　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　担　当　　　　　　電話
	　京都市長
　　　印
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	　
	
	

	　あなたから申請のありました道路敷一部現状変更については、道路法第２４条の規定により、下記のとおり承認します。承認条件及び注意事項は次頁のとおりです。

　なお、下記の承認内容と異なって又は承認条件に違反して工事を実施した場合、道路法第７１条の規定により承認を取り消し、又は工事の中止若しくは原状回復等を命じることがあります。
	
	

	
	
	

	
	
	

	記
	
	

	目　　　　　的
	
	
	

	場　　　　　所
	　路線名：
	
	

	
	　京都市　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番地先
	
	

	区　域
	現　状
	　延長　　　　　ｍ　　幅員　　　　　ｍ　　面積　　　　　㎡
	
	

	
	変　更
	　延長　　　　　ｍ　　幅員　　　　　ｍ　　面積　　　　　㎡
	
	

	工　　　　　種
	
	
	

	工　　事　　費
	　申請者負担
	
	

	工事の実施方法
	　直営・請負（業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	

	工　事　期　間
	　着工の日から　　　　　　日間
	
	

	設計者
	住　所
	
	
	

	
	氏　名
	
	電　話
	
	
	

	現　場
	住　所
	
	
	

	責任者
	氏　名
	
	電　話
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	承認についての注意事項
　承認期間内に竣工しないときは同期間内に所轄土木みどり事務所長に届け出て、その承認を受けること。手続がなく承認期間が経過したときは、本承認を取り消すことがある。

	　この処分について不服があるときは、別添「不服申立てについて」のとおり「審査請求」等をすることができます。
	
	

	
	
	


＜様式１－８＞
	（道路区域の変更が伴う現状変更）
	
	
	（５－５）
	
	

	承　　認　　書　（正）
	
	承認についての一般条件

	申請
	承認
	京都市指令建土道
	
	１　工事着手の際は、道路交通法第７７条第１項の規定により所轄警察署長の道路使用許可を受けた後、所轄土木みどり事務所長に「着工届」を提出して、その指示に従って工事を行い、竣工の際は、「完了届」を提出して工事完了検査を受けること。
　　なお、工事中は「道路敷一部現状変更工事承認標」を掲げること。
２　工事は、沿道利害関係者との間に紛争を生じないよう地元住民と十分打合せのうえ着手するとともに、工事に伴う住民からの苦情等はすべて申請者がその解決に当たること。
３　工事中は、「工事標識」、「警告灯」その他安全施設等を設置し、必要に応じ「交通整理員」を配置して一般交通の安全を図るよう措置すること。
４　工事により道路構造物等を破損した場合は、直ちに所轄土木みどり事務所長の指示を受け、原状に回復すること。また、本市又は第三者に損害を与え、又は紛争を生じたときは、復旧、損害賠償等の解決を申請者の責任において行ったうえ、その結果を速やかに所轄土木みどり事務所長に報告すること。
５　物件の構造、形質若しくは場所、工事の実施方法その他申請内容を変更しようとするときは、あらかじめ所轄土木みどり事務所長の承認を受けること。
６　申請者が変わるなど責任の所在に変更を生じた場合は、新たに責任の取れる者を所轄土木みどり事務所長に届け出ること。
　　道路管理上必要と認めたときは、申請内容に関する調査をさせ、報告を求める等必要な指示、命令をすることがある。
７　道路拡幅等に伴う新たな道路用地の寄付については、本市の検査までに「寄付申出書」、「登記承諾書」、「登記原因証明情報」、その他道路管理者の指示するものを提出すること。
８　完了検査合格から１年以内に申請者の責に帰すべき原因によって破損、変質、性能の低下等を生じたときは、本市の指定する期限までに、申請者の負担において取替え、再築、補修、その他必要な処置を講じなければならない。　
９　承認後１年以内に、工事に着手すること。
　　なお、１年以内に工事に着手しない場合、本承認を取り消すことがある。
その他の承認条件については、別紙に記載する。


	令和　　年　　月　　日
	令和　　年　　月　　日
	第　　　　　　　号
	
	

	　
	
	

	　
	申請者
　住　所
　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　担　当　　　　　　電話
	　京都市長
　　　印
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	　
	
	

	　あなたから申請のありました道路敷一部現状変更については、道路法第２４条の規定により、下記のとおり承認します。承認条件及び注意事項は次頁のとおりです。

　なお、下記の承認内容と異なって又は承認条件に違反して工事を実施した場合、道路法第７１条の規定により承認を取り消し、又は工事の中止若しくは原状回復等を命じることがあります。
	
	

	
	
	

	
	
	

	記
	
	

	目　　　　　的
	
	
	

	場　　　　　所
	　路線名：
	
	

	
	　京都市　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番地先
	
	

	区　域
	現　状
	　延長　　　　　ｍ　　幅員　　　　　ｍ　　面積　　　　　㎡
	
	

	
	変　更
	　延長　　　　　ｍ　　幅員　　　　　ｍ　　面積　　　　　㎡
	
	

	工　　　　　種
	
	
	

	工　　事　　費
	　申請者負担
	
	

	工事の実施方法
	　直営・請負（業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	

	工　事　期　間
	　着工の日から　　　　　　日間
	
	

	設計者
	住　所
	
	
	

	
	氏　名
	
	電　話
	
	
	

	現　場
	住　所
	
	
	

	責任者
	氏　名
	
	電　話
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	承認についての注意事項
　承認期間内に竣工しないときは同期間内に所轄土木みどり事務所長に届け出て、その承認を受けること。手続がなく承認期間が経過したときは、本承認を取り消すことがある。

	　この処分について不服があるときは、別添「不服申立てについて」のとおり「審査請求」等をすることができます。
	
	

	
	
	


